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地区名：静岡地区 

会社名：平井工業株式会社 

執筆者：中川 翔陽 

登録番号：00247527 

『 はじめに 』 

1 号静清バイパス牧ヶ谷～丸子地区では、慢性的な交通混雑が発生しており静岡国道事

務所では混雑の緩和、交通安全の確保を目的とし、平成 30 年度の供用開始に向け本線を

4 車線化する工事を行なっていた。本工事は、4 車線化に伴い騒音対策施設や道路付属物

施設を設置する整備工事である。 

ここでは、二軒屋地区で施工した遮音壁基礎について述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
二軒屋地区施工箇所 

工事箇所 



 

『 工事概要 』 

 工 事 名：平成 29 年度 1 号静清 BP 牧ヶ谷丸子地区整備工事 

 発 注 者：国土交通省分任支出負担行為担当官中部地方整備局静岡国道事務所 

 工  期：（着手）平成 30 年 3 月  3 日 

      （完成）平成 30 年 9 月 28 日 

場  所：静岡市葵区牧ヶ谷～静岡市駿河区丸子 

 工事内容：工事延長 2960ｍ 

      道路土工     1 式 

      遮音壁工     80ｍ 

      防護柵工     1956ｍ 

      標識工     （小型）7 基（大型）5 基 

      道路付属物工  （視線誘導標）267 本 

      橋梁付属物工   59ｍ 

      縁石工       54ｍ 

 

       

 

 

 

『 問題点 』 

当初設計では、鋼管基礎であったが掘削（アースオーガ掘削）を行なった際、現地盤

に岩盤があり掘削が困難となった。また、試掘を行い岩盤層が施工範囲にあること、既

設擁壁の底版が鋼管基礎位置に干渉していることが分かった。 



 

そのため、設計の変更をするにあたり以下のことが課題となった。 

① 施工箇所が本線と隣接しており、また住宅やデイサービスの介護施設が近隣にあるた

め、粉塵・騒音・振動などの環境負荷が小さいこと。 

② 介護施設の送迎車など近隣住民の車の出入りを考え施工ヤードをコンパクトにし、通

行を妨げないこと。 

③ 既設擁壁底版が鋼管基礎の位置に干渉しているため、位置の変更等の検討。 
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当初設計のｱｰｽｵｰｶﾞでの掘削が岩盤層に当り困難となった為、

試掘を実施し推定岩盤ラインを確認した。
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（図-1）試掘結果による推定岩盤ライン  
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『 施工方法の選定 』 

 問題点を解決し工事を進めるにあたり、工法の比較を行った。 

当初設計と同じ鋼管基礎（ダウンザホールハンマー工法）では工事日数は短い期間（基

礎のみ約６日）で行うことができるが広い作業ヤードを必要とし、騒音や振動の発生が

大きくなるため不向きであった。一方、コンクリート基礎（連続基礎）では、作業日数

は長くなってしまう（基礎のみ約１４日）が、騒音や振動が少なく施工することはでき

る。また、小規模な交通規制で施工を行う事ができ車両の通行を妨げないことから現場

に適していると考え本工事ではコンクリート基礎（連続基礎）を採用した。 

 

  
（図-2）工法比較表 

 

『 まとめ 』 

今回、工事の一部ではありますが一人で段取りからやらせてもらい自分の力不足を感じ

ました。不測の事態への対応や書類の作り方、話の持っていき方などまだまだ知らないこ

とが多くありました。 

施工に関しては、設計の変更、規制方法など思い悩むことが多くありましたが、上司の

サポートや協力会社の方々のアドバイスを受けながら不備なく施工が出来ました。 

今回の経験を糧に現場を把握する力、判断力など知識を高め、これからも自己研鑚に励

みたいと思いました。 


